アナログ技術　過去問のまとめ　【　ボタン電話装置　】


２．ボタン電話装置

（１）サービス機能等

●アッドオン

内線相互の３者で同時に内線通話できる機能。

●キャンプオン

内線呼出しの場合、相手が話中のとき、発呼者が呼出状態のまま待機していれば、相手が終話した時点で自動的に呼び出す機能。

●プリセレクション

電子式ボタン電話装置には、発信する場合に外線ボタンを押下してから一定時間、他の使用者にその外線を使用させないで、スピーカボタン等のキー入力を続けることができるプリセレクション機能を備えたものがある。

●ページング

電子式ボタン電話装置のサービス機能の一つである電話機の内臓スピーカや外部スピーカを用いて音声で構内呼び出しができる機能は、ページング機能といわれている。
●ワンタッチダイヤル

電子式ボタン電話装置には、ワンタッチダイヤル機能により発信ダイヤル情報以外にスピーカボタン押下情報や外線ボタン押下情報も登録できるものがあり、操作性の向上が図られている。
●ＩＣカード
ＩＣカードを用いた電子式ボタン電話装置には、プリペイド方式によりＩＤカードごとに金額を登録しておき、その金額だけ発信通話ができるようにしたものがある。
●ＩＤカード

ＩＤカードを用いた電子式ボタン電話装置には、個人別に料金情報が得られる長所がある。

（２）制御方式

・電子式ボタン電話装置の持つ各種制御機能のうち、内線ごとの局線発信規制や発着信内線の番号識別などは中央制御機能が行う。
・中・大規模の電子式ボタン電話装置では、一般に、ハードウェアの負荷の軽減及び同時動作制御を容易にするため、マルチプロセッサ方式により機能分散を図っている。
・電子式ボタン電話装置の主装置には、複数のプロセッサが使用されており、各プロセッサ間の情報の授受は、一般に、Ｉ／Ｏゲートを通して行われる。

・中、大規模の電子式ボタン電話装置では、制御ソフトウェアを回路制御、電話機制御など、幾つかの機能別に分割し、それぞれの専用のプロセッサに制御させる機能分散形マルチプロセッサ方式が主流になっている。この方式は、制御ソフトウェアをプロセッサ単位に分割して製造できることや、同時複数動作の制御を容易にするなどの利点がある。
・電子式ボタン電話装置では、コーデックを使って音声をアナログ／デジタル変換し、メモリ上でスイッチングを行う時分割交換方式の通話路が使用されている。また、主装置とボタン電話機間のボタン押し下げ情報やランプ点滅情報等の制御情報のやり取りは、従来の制御線使った信号の直流レベルによる伝送に代わって、制御情報を多重化し、データ線でデジタル信号により行っている。
・電子式ボタン電話装置では、一般に、保留音等の音源の通話路への接続は、通話路制御機能により行われている。

（３）プログラム

●主プログラム

主プログラムは、発信処理、着信処理、ダイヤル・ボタン処理等を行う。

●外線着信プログラム

電子式ボタン電話装置の外線着信処理プログラムは、一般に、着信情報に基づいて、各電話機に着信表示の処理を行う。また、必要に応じてダイヤルイン等の処理を行う。

●処理プログラム

電子式ボタン電話装置の電話機取付け・取外し処理プログラムは、一般に、電話機を取付けたときには、電話機のイニシャライズを行い、また、電話機を取外したときには、捕そく中の外線及び内線の切断修理等を行う。
●

割込プログラム

主プログラム等の情報により周期的に起動するプログラム。

（４）回路構成図
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A・・・着信検出回路

B・・・パッド
C・・・ハイブリッド回路

D・・・コーデック
E・・・時分割通話路スイッチ

F・・・データ送受信回路

（５）機器構成
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Ａ・・・着信検出回路
Ｂ・・・内線回路

Ｃ・・・保留音源回路
Ｄ・・・一斉呼出回路
（６）衝突防止回路
電子式ボタン電話装置の衝突防止回路において、ツェナーダイオードは、電圧変動時における着信の誤検出を防止している。
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（７）回路動作

外線からの呼出信号は、整流された後ホトカプラ（ＰＣ０）を導通する。ＰＣ０の出力は、回路制御プロセッサ（ＬＣＰ）に制御されたＸ０に伝えられ、Ｘ０の出力によってＬＣＰは呼出信号を受信していると判断する。
外線に応答する場合は、着信中の外線ボタンを押下すると、電話機の電話機制御プロセッサは、回路捕そく要求を主装置のＬＣＰへ伝える。ＬＣＰは回路情報を使用中にするとともに、電話機制御プロセッサに対して接続可のデータを送る。このデータは通話路制御プロセッサによりモニタされていて、該当する外線及び電話機に対応するクロスポイントスイッチをＯＮにし、外線と電話機間の通話路が設定される。
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（８）通話路系
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Ａ・・・停電ダイヤル回路

Ｂ・・・ハイブリッド回路
Ｃ・・・データ送受信回路

Ｄ・・・通話路制御プロセッサ
（９）電源回路

・電子式ボタン電話装置の電源回路には、一般にスイッチングレギュレータが使われており、ノイズフィルタ回路は、スイッチングレギュレータから発生する雑音や商用電源からの雑音を阻止している。
・電子式ボタン電話装置の電源回路部に使われている過電圧保護回路は、スイッチングレギュラータ等の異常により、二時側の出力電圧が規格外になった場合に動作して過電圧を防止する。特に５ボルト系電源は、ＩＣ等の電子回路用の直流電源であり、過電圧保護回路は、過電圧によってＩＣが破壊されるのを保護している。

・電子式ボタン電話装置の電源回路部に使われている突入電流防止回路は、電源スイッチを閉じたときの大きな電流による電源スイッチの接点の溶着や、平滑用のコンデンサの劣化を防止している。

（１０）停電検出、停電切替装置

・停電自動切替装置は、停電及び停電復旧を識別するため、外線及び停電用電話機それぞれの通話電流を監視する機能を持っている。

停電時には、外線及び停電用電話機が終話状態になると切替え動作を行う。
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・図は、電子式ボタン電話装置の一般的な停電検出回路を示したものである。図において、通電状態から停電状態になると、定電圧ダイオード（ZD）が導通を続けているときの放電時定数（C×R2）の通過後に、トランジスタ（Tr）を非導通としてCPUへ停電検出信号を送出する。
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（１２）デジタルボタン電話装置

・アナログ伝送路に接続するデジタル形ボタン電話装置の主装置は、発信者、話中音等の可聴音を一般に、時分割スイッチを用いて電話機に送出しており、装置構成が簡易になっている。
・アナログ伝送路に接続するデジタル形ボタン電話装置では、通話路がすべてデジタル化されているため、内線音源等は従来の電子式ボタン電話装置と異なり、一般に、トーンＲＯＭにより供給される。

・アナログ伝送路に接続するデジタルボタン電話装置の外線対応部には、外線からのアナログ信号をデジタル信号に変換するための符号器、及び内線からのデジタル信号をアナログ信号に変換して外線に送出するための復号器が必要である。
・アナログ伝送路に接続するデジタル形ボタン電話装置では、通話路に時間スイッチを使用しており、アナログ通話路に必要であった複数の空間スイッチを使用しないため、装置構成が簡易になっている。

_1134615375.bin

_1134615500.bin

_1134618751.bin

_1134615619.bin

_1134615478.bin

_1134615333.bin

_1131085484.bin

